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１．概要（Summary ）： 
これまでの研究では、白金 (Pt) と金 (Au) を微小

な間隔で配置した電極が過酸化水素 (H2O2) の存在

下で自発的な電流を発生する現象を利用し、外部電源

不要なH2O2センサを作製したことに加え、本電極と

酵素を組み合わせることでグルコースの検出が可能

であることを示した。 
本研究では、本電極の特性を調べるため、電極幅の

異なる3種類の櫛形電極を作製し、H2O2に対する電流

応答値の比較を行った。 
２．実験（Experimental）： 
【利用した主な装置】 
 レーザー露光装置 
 全自動スパッタ装置 
 ダイシングソー 
【実験方法】 
リソグラフィー加工技術とリフトオフプロセスに

より、3 種類の Pt-Au 櫛型電極を作製する。3 種類の

櫛型電極は電極間ギャップがそれぞれ 5 µm, 10 µm, 
100 µm と異なるが、実行面積は全て同様となるよう

に作製した。電流計に作製した電極を繋ぎ、緩衝液中

に浸漬してH2O2を滴下による電流応答値をそれぞれ

比較する。 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
 図 1 は電極間ギャップの異なる 3 種類の Pt-Au 櫛

型電極の H2O2に対する電流応答値を比較したもの

である。電極間ギャップが狭ければ狭いほど電流応答

値が増大しており、本電極特性が電極構造に大きく依

存する事が分かった。この実験結果から、本電極反応

は両極間のプロトンの移動に大きく依存すると考え

られる。すなわち、電極間ギャップを狭くする事で、

両極間のプロトンの移動が容易になり、電極反応全体

が促進されると推定できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 H2O2に対する電流応答値の電極間ギャップ依存 
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